
１．篠岡地区学校再編計画

２．新たな学校づくりについて

（１）教育環境・通学関係

（２）学校教育関係

3



4

学校教育を取り巻く課題

①子どもたちにとってより望ましい教育環境

②学校施設の適正規模・適正配置

の基本的な考え方を整理した、
  将来の教育環境整備の方針

→将来を担う子どもたちに充実した
教育環境が必要

新たな学校づくり推進計画

児童生徒数の減少、学校施設の老朽化

R4.8「児童生徒数が著しく減少する学校施設の統合」についてのアンケート調査
R5.1 小中学校長会、小中学校PTA連絡協議会等から「適正規模・適正配置等の考え方の整理」

などに関する要望書の提出
R6.5 タウンミーティング【市民会館／東部市民センター】

学校規模 通学距離
(通学時間)

小学校
12～24学級
(学年2～4学級)

概ね４㎞以内

(１時間以内)

中学校
12～24学級
(学年4～8学級)

概ね６㎞以内

(１時間以内)



〈小中学校の学級数の推計〉〈児童生徒数の推計〉
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学校教育を取り巻く課題

学校名
R8年度

小1 小2 小3 小4 小5 小6 計

篠岡小 1 1 1 1 2 2 8

桃ヶ丘小 1 1 1 2 2 2 9

陶小 1 1 1 1 1 1 6

光ヶ丘小 1 2 2 2 2 2 11

大城小 1 1 2 1 2 1 8

学校名
R8年度

中1 中2 中3 計

篠岡中 2 2 2 6

桃陵中 4 4 3 11

光ヶ丘中 3 3 3 9

学校名
R15年度

小1 小2 小3 小4 小5 小6 計

篠岡小 1 1 1 1 1 1 6

桃ヶ丘小 1 1 1 1 1 1 6

陶小 1 1 1 1 1 1 6

光ヶ丘小 1 1 1 1 1 1 6

大城小 1 1 1 1 1 1 6

学校名
R15年度

中1 中2 中3 計

篠岡中 1 1 1 3

桃陵中 2 2 2 6

光ヶ丘中 2 2 2 6

○ 篠岡地区ではニュータウンの特性もあり、市内でも特に児童生徒数の減少
による教育環境への影響が懸念されます。
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・篠岡地区の学校を考える会（全５回）
・各学校／区長会／地域協議会などへの説明
・アンケート調査（児童生徒／保護者）

・保護者等との意見交換会（全３回）、住民説明会
・総合教育会議（市長・教育委員との意見交換）
・パブリックコメント（全市民からの意見聴取）

１月 通学区域の決定（通学区域審議会）

２月 篠岡地区学校再編計画の策定（教育委員会）

３月 学校設置条例の改正（小牧市議会）

篠岡地区学校再編計画の策定

計画案の策定

計画案への意見聴取

計画策定等

○ 令和８年２月に「篠岡地区学校再編計画」を策定しました。
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小牧市の学校再編 統廃合

各学校の歴史や文化を引き継ぎながら、

新たな学校を創り上げる
規模の小さい学校を廃校にし、

大きい学校に統合

学校名をはじめ、校章、校歌等

新たな学校として作成
統合先の学校のものを使用

統合先の学校のものを使用
各学校の特色や伝統を昇華させた、

新たな教育方針や目標を作成

基本的な
考え方

校名等の
取り扱い

学校教育の
方針等

学校再編について

○ 策定した「篠岡地区学校再編計画」をもとに、篠岡地区の学校規模の適正
化を進めることで、児童生徒の教育環境を維持・向上させていくための手段
として、「学校再編」の取組を進めています。

 ＜「学校再編」と「統廃合」の違い＞



桃花台東小学校 篠岡小、光ヶ丘小、
大城小（大草、城山３丁目） 光ヶ丘小の校舎を活用

桃花台東中学校 篠岡中、
光ヶ丘中（城山４丁目除く） 光ヶ丘中の校舎を活用

桃花台西小学校
桃ヶ丘小、陶小、
大城小（城山２,４,５丁目） 桃ヶ丘小の校舎を活用

桃花台西中学校 桃陵中、
光ヶ丘中（城山４丁目） 桃陵中の校舎を活用

第１期再編の概要
R９年度実施
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第１期再編の概要

○ ２小学校、２中学校に再編する理由

・篠岡地区では、児童生徒数の減少が顕著であり、すでに１学年１学級の学校が複数
あり、今後、さらに増えていく状況にあることから、まずは既存の校舎を利用した
再編を早期に実施します。

・当面の児童生徒数の推計から、現時点での１校への集約は過大規模校になってしま
う可能性があることから、学校数は小中２校ずつが適正と考えました。

児童数の推計 R9 R15 R20

桃花台東小
人 数 544 327 272

学級数 18 13 12

桃花台西小
人 数 464 284 241

学級数 16 12 12

生徒数の推計 R9 R15 R20

桃花台東中
人 数 366 244 142

学級数 12 9 6

桃花台西中
人 数 350 195 128

学級数 12 7 6
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○ 光ヶ丘小／光ヶ丘中／桃ヶ丘小／桃陵中の校舎を活用する理由

・小学校と中学校が隣接することで、学校間の交流が行いやすくなり、より小中学校
の連携を強化することができるため。

・児童生徒の通学距離を考慮した場合に、再編後の位置関係や東西のバランスがよい
ため。

第１期再編の概要

９年間の連続した学びのイメージ
小中の連携強化により、義務教育９年間の
繋がりを意識したカリキュラムを実施

小１
小２

小３

小４

小５

小６

中１

中２

中３

基礎基本の定着 小中の接続 応用・発展
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